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  迅速診断キットはいずれも陰性であった。また、近医はインフルエンザと診断、治療中であった。 

  ⑤このことより可能性のある起炎菌は何か。  （                      ） 

  ⑥この患者の重症度について述べよ。 （                          ） 

  ⑦この患者は年齢、重症度、耐性菌の可能性から、抗菌薬の３剤併用療法を用いることとなった。 

   その３つを記せ。 

     細菌性肺炎として選択する抗菌薬  （                        ） 

     非定型性肺炎として選択する抗菌薬 （                        ） 

     耐性菌として選択する抗菌薬    （                        ） 

① 非定型性肺炎の主な起炎菌は何か  （                       ） 

 

３）次の起炎菌を答えよ。微生物名はラテン語、日本語のどちらでも良い。 

  A）院内肺炎の主な起炎菌３つを記せ。 

     慢性複雑性膀胱炎の起炎菌  （                           ） 

     いわゆるおできの起炎菌   （                           ） 

     腸内細菌科の細菌      （                           ） 

B） 急性中耳炎に有効なペニシリン薬の１つと主な起炎菌３つを記せ。 

 ペニシリン薬  （                              ） 

 ペニシリン薬に比較的感受性のあるもの２つ 

         （                              ） 

         （                              ） 

 ペニシリン薬に８０％耐性がある。 

         （                              ） 

  C) 化膿性髄膜炎で次の年齢の主な起炎菌を記せ。 

     生後３日以内の発症  （                              ） 

     １歳６カ月児     （                              ） 

     １歳６カ月児の第２位 （                              ） 

     ７歳児        （                              ） 

  D) 次の蜂巣識炎の起炎菌を記せ。 

     犬猫咬傷の主な起炎菌   （                             ） 

     犬猫咬傷で重症化があるもの（                             ） 

     丹毒の主な起炎菌     （                             ） 

     糖尿病患者の海産物摂取後 （                             ） 

     面疔           （                             ） 

 


